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知的クラスター成果の地域への普及の取組み

ベンチャー創出

知的クラスター

の成果

製品化・実用化

知的クラスター地域実用化協議会
（事務局：（財）科学技術交流財団）

・研究会事業
・研究開発支援事業
・人材育成事業
・研究拠点ネットワーク形成

公設試験研究機関

技術移転

地域事業

関与

総合調整

愛知県

名古屋市

岐阜県

予算措置
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・概要：知的クラスターの技術・成果の円滑かつ効果的な移転を促進するため、県内の企業
に対して知的クラスター研究成果移転のための活動を行おうとする県内公設試の体
制整備を支援。

・提案資格：愛知県内の公設試 等

・概要：愛知県内の中堅・中小企業が主体となり、具体的なターゲットを定め、事業化に必要
不可欠な要素技術（応用技術、設計・製造技術等）の開発を知的クラスター創成事業
参画研究者等と共同して実施する技術開発事業を支援。

・提案資格：研究開発チーム（代表機関：愛知県内の中堅・中小企業）
※中堅企業：資本金１０億円以下または従業員２０００人以下

①技術開発推進事業（以下、技術開発事業）

②技術開発推進支援事業（以下、技術支援事業）

3/13平成２２年度愛知ナノテクものづくり成果活用促進事業

・期間； ２年以内（但し、２年目の自動継続は保証しない）

・実施規模 （上限）： １年目１，０００万円、２年目７５０万円
・募集期間： 平成２２年４月２１日(水）～５月１９日（水） 午後５時必着
・採択件数： ７件程度（①、②の合計）
・提出物： 提案書（ http://www.astf.or.jp/cluster/seika/index.html からダウンロード可）

紙ベース 正１部、副１部、電子媒体 ＣＤ－Ｒ（Ｗｏｒd-Excel版）
・提出先： 財団法人科学技術交流財団 東海広域知的クラスター創成事業本部

事業規模・公募期間 等
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代表機関
（中堅・中小企業）

科学技術交流財団

参画機関A

（経費あり）
参画機関B

（経費なし）

再委託契約

委託契約

※注 技術開発チームは、必ず知的クラスター創成事業参画研究者を
含むこと。

※注 参画企業の２／３以上が愛知県内に本社、本事業の実施拠点を
有する中堅・中小企業であること。

技術開発チーム

技術開発チームの構成

総括責任者
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提案書の記載内容(技術開発事業）
１．提案書の記載項目
・テーマ名：
・技術開発の概要（200文字以内）
・活用する知的クラスター創成事業の成果（技術シーズ）
・開発期間、総括責任者、技術開発構成員

（１）技術開発の背景（市場ニーズと産業界の状況、技術開発の必要性）
（２）技術開発内容
・「目標」 （最終目標、初年度終了時の目標、現状）
・「課題・問題点と具体的解決方法」
・「実施内容」
・「活用する技術」（活用する知的クラ成果以外の技術の概要）
・「開発体制」（開発チームの構成、役割分担など）
・「開発計画」（年度ごとの実施項目・実施機関・実施内容）
・「開発経費」

（３）事業化計画
・「事業内容(ビジネスプラン）」（委託事業終了５年後に目標とするビジネスプラン）
・「事業化の目標」（技術開発終了後５年間のマイルストーン）
・「事業化に向けた課題及び解決方法」（マイルストーンを達成するための課題と解決方法）
・「委託事業終了後５年間の事業化計画」（損益計算書）

（売上高、売上原価、売上総利益、販売費及び一般管理費、営業利益の予測値）
（４）成果の市場性及び波及効果
・「成果の優位性および市場性」（成果の従来（競合）技術、製品に対する優位性）
・「地域産業への波及効果」

など
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提案書の記載内容(技術支援事業）

１．提案書の記載項目
・テーマ名：
・提案の概要（300文字以内)(提案に関連する知的クラスターの技術シーズを含めて）
・事業期間、総括責任者、公設試等名称

（１）背景（産業界及び支援体制の現状及び課題、支援機関としての提案機関の優位性、
事業の必要性）

（２）実施内容
・「目標」 （最終目標、初年度終了時の目標）
・「課題・問題点と具体的解決方法」
・「実施内容」
・「実施計画」（年度ごとの実施項目、実施機関・実施内容）
・「経費」

（３）事業終了後の支援強化の取り組み
・「事業終了後の取り組み」

（４）事業成果の有効性及び地域産業への波及効果
・「事業成果の有効性」（知クラ成果の実用化促進に向けての有効性）
・「地域産業への波及効果」

など
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審査方法及び審査項目

１．審査方法
外部有識者からなる審査委員会で選考。
基本的には提出された提案書をもとに書類選考。

２．審査項目
＜技術開発事業＞
（１）開発の目標の妥当性
（２）開発内容の妥当性
（３）開発体制・能力・計画・経費の妥当性
（４）事業化計画の妥当性
（５）成果の優位性・市場性・波及性

＜技術支援事業＞
（１）支援目的の妥当性
（２）実施内容の妥当性
（３）体制・能力・計画・経費の妥当性
（４）事業終了後の取組の妥当性
（５）成果の有効性・波及効果
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委託費の内容

（１）直接人件費（新規雇用で研究専属従事者 研究開発推進事業のみ）
（２）機器・機器設備費（20万円以上／件、パソコン等は除く）
（３）業務実施費

・消耗品費（事業の遂行に必要な物品（原材料、部品等）、書籍など）
・旅費（国内旅費に限る）

・外注費（加工・分析・解析など事業の遂行に必要とみなされるもの。）
（委託費総額の１／４以内）

・レンタル・リース代（事業の遂行に必要な機械装置を対象）
・謝金（事業の遂行に必要な外部指導等を受け入れる場合の謝金）
など

（４）その他の経費
・特許関係費（事業の遂行に必要な先行技術・特許等の調査費）
・市場調査費（研究開発に必要な市場ニーズ等の調査費 研究開発推進事業のみ）
・消費税相当額

※注１ 技術開発チームでは、県内中堅・中小企業の経費合計額が委託費総額の
２／３未満の計画は対象外。

※注２ 第Ⅱ期知的クラスター創成事業に参画する大学等の研究室の経費は、研究開発
内容が国費事業の研究内容と差別化できる場合において必要な範囲で認める。

※注３ 委託金額の内訳については、（１）から（３）の直接研究に要する経費の合計額が
委託金額の１／２未満となる計画は対象外。

※注４ 委託費は精算払い。（原則）
※注５ 機器・設備の所有権は科学技術交流財団に帰属。
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１．超高密度大面積プラズマ生成技術
（サブリーダー） 豊田工業大学 原 民夫 教授

（1）先進大気圧プラズマ技術
（2）新規液中プラズマ

3．先進ラジカル計測・診断技術及び装置開発
（サブリーダー） 中部大学 中村圭二教授

（1）手のひらサイズのラジカルモニタリング装置
（2）新規ダメージ計測装置
（3）新規超高感度表界面分析装置
(4)生命・環境因子モニタリング装置
(5)ナビゲーション型プラズマ制御システム

４．先進プラズマナノデバイスプロセスの開発
（サブリーダー） 名古屋大学 堀 勝 教授

（1）自律型ラジカル制御GaNエッチング技術・装置
（2）自律型ラジカル制御パッシベーション・ゲート材料成膜技術・装置
（3）窒化物半導体薄膜の低温堆積、有機基材上堆積
（4）テフロン系薄膜の低温堆積
（5）カーボンナノ材料の低温・高速堆積
（6）微結晶機能性薄膜の低温堆積

知的クラスター
(第Ⅰ期)
成果・ノウハウ

自律型高密
度窒素ラジカ
ルソース

ラジカル注入型
プラズマプロセス
装置

コンパクトラジカ
ルモニタリング
装置

自律型ナノ加
工プロセス技
術と装置

超高密度大気
圧非平衡プラズ
マ

テーマ１：「先進プラズマナノ基盤技術の開発」
テーマリーダ；名古屋大学 堀 勝教授

２．超高密度ラジカルソース・プロセス技術の開発
（サブリーダー） 名城大学 平松美根男教授

（1）ラジカルソースのさらなる高密度化
（2）窒素ラジカル以外のラジカル超高密度生成ソース
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１．ナノカーボン材料の開発
（サブリーダー） 名古屋大学 高井 治 教授

（1）DLCの応用開発
（2）ナノカーボン単分散液
（3）表面・界面・ミクロ空間解析
（4）ナノ材料物性評価

知的クラスター
(第Ⅰ期)
成果・ノウハウ

ソリューション
プラズマ技術

シップインボト
ル法

自己組織化単
分子膜（SAM)

ナノパターニン
グ処理

超はっ水透明
膜形成

テーマ２：「表面機能化による先進ナノ部材の開発
テーマリーダ；名古屋大学 高井 治 教授

２．ナノ微粒子・セラミックス材料の開発
（サブリーダー） 名古屋大学 椿淳一郎 教授

（1）高性能スラリー
（2）調光材料
（3）熱電材料
（4）Al鋳造システム材料

有機・無機ハイブ
リッドナノ材料

プラズマ表面
処理

3．有機・無機ハイブリッドナノ材料の開発
（サブリーダー） 名古屋工業大学 増田秀樹 教授

（1）色素増感太陽電池
（2）ナノファイバーの表面処理技術
（3）ナノ細孔・超はっ水・超親水処理
（４）クレーズ処理高分子ナノ多孔材料

ソリューション
プラズマ技術
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１．次世代自動車用高出力パワーデバイス、高周波デバイスの開発
（サブリーダー） 名古屋工業大学 江川孝志教授

（1）ＭＯＣＶＤ装置開発
（2）ＧａＮ/Siへテロエピの開発
（3）デバイスプロセスと回路技術の開発

２．低消費電力高輝度高演色性ＬＥＤ、環境対応モニタリング用センサーの開発
（サブリーダー） 名城大学 天野 浩 教授

（1）自律型ＭＢＥ装置の開発
（2）高品質基板の開発
（3）量子ドットエピとＬＥＤの開発
（４）紫外線センサーの開発

３．窒化物系半導体デバイスプロセス、インテリジェントデバイスの開発
と試作体制の整備
（サブリーダー） 豊橋技術科学大学 若原昭浩教授

（1）インテリジェント紫外線センサー
（2）集積化ＬＥＤデバイスの開発
（3）デバイス試作プロセスの開発

知的クラスター
(第Ⅰ期)
成果・ノウハウ

シリコン基板
上のAlGaN
エピ薄膜結
晶

紫外線センサー

AlGaN/GaN
HEMT構造
パワーデバイ
ス

自律型ナノエッ
チング装置

高密度窒素
アトムソース

４インチ用
ＭＯＣＶＤ
装置

テーマ３ 「高効率光・パワーデバイス部材の開発」

テーマリーダ；名古屋工業大学 江川孝志教授
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１．新規ナノカーボン強化樹脂および超精密加工機の開発
（サブリーダー） 名古屋工業大学 渡辺義見 教授

（1）遠心鋳造技術を用いたナノ粒子分散
次世代ナノカーボン強化樹脂加工砥石の開発

（2）遠心鋳造砥石を用いたジャイロ式穴あけ加工技術の開発
（3）新規ナノカーボン強化熱可塑性樹脂の開発

知的クラスター
(第Ⅰ期)
成果・ノウハウ

シップインボト
ル法

自己組織化単
分子膜（SAM)

ナノパターニン
グ処理

ソリューションプ
ラズマ（SP)技術

テーマ４：「界面制御ナノコンポジット部材の開発」
(関係府省連携枠）

テーマリーダ；名古屋工業大学 渡辺義見 教授

２．ナノ細孔材料を利用した環境指向ナノコンポジット部材の開発
（サブリーダー） 名古屋大学 齋藤永宏 教授

（1）ナノ細孔結晶材料の開発
（2）ナノ細孔内プラズマによるﾌﾚｰﾑワーク表面の機能化
（超はっ水、超親水、化学反応性）

（3）ナノ細孔内プラズマによるナノ粒子合成とナノコンポジットコーティング開発有機・無機ハイブ
リッドナノ材料

プラズマ表面
処理
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事 業 名
代表機関（○印）
及び 参画機関

委託期間

防汚機能を有するミラー調携帯電話サブパネル用樹脂ハーフミラー基板の開発 ○岩﨑真空技術㈱、名古屋大学 平成２０年度～２１年度

次世代型プリントエレクトロニクスへ向けたカーボンナノチューブ分散液の開発
○㈱名城ナノカーボン、名城大学、
愛知県産業技術研究所

平成２０年度～２１年度

ラジカルモニター自動制御大気圧プラズマ発生装置を用いた粉体表面処理装置と技術の研究開発 ○アルファ㈱、名古屋大学 平成２０年度～２１年度

金属表面の自己組織化単分子膜（SAM)処理及び材料界面制御 ○ユケン工業㈱、名古屋大学 平成２０年度～２１年度

電子ビーム励起プラズマ電子源のホローカソード化
○㈱片桐エンジニアリング、名古
屋大学

平成２０年度～２１年度

ガラスレンズ金型保護膜形成用真空アーク蒸発源の実用化開発
○伊藤光学工業㈱、シム・オプチ
カル㈱、豊橋技術科学大学

平成２０年度～２１年度

量産プラズマナノプロセス対応フッ素ラジカルモニターの実用化研究
○ＮＵシステム㈱、名古屋大学、
名古屋都市産業振興公社

平成２０年度～２１年度

13／17技術開発関連採択課題一覧

Ｒｏｌｌ to Roll型大気圧プラズマ装置の開発 ○㈱エヌ工房、名古屋大学 平成２０年度

難濾過粒子対応型ケークレス濃縮脱水装置の開発 ○㈱三進製作所、名古屋大学 平成２１年度～

カーボンナノチューブナノコンポジットによる諸物性が改善されたポリアミドの開発
○東洋樹脂㈱、名城大学、名古
屋大学

平成２１年度～

高電圧周波数可変DLTSの開発
○㈱中日電子、愛知工業大学、
名城大学、名古屋大学

平成２１年度～

高効率熱電変換セラミックス素子製造技術の開発 ○新東工業㈱、名古屋大学 平成２１年度～

液中連続プラズマを用いた金属ナノ微粒子造粒の工業化実証 ○㈱栗田製作所、名古屋大学 平成２１年度～

VLS法による炭化珪素結晶成長技術の開発 ○東海カーボン、名古屋大学 平成２１年度～
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平成20年度の採択事業の概要（試
作・実証開発事業）

事 業 名
代表機関（○印）
及び 参画機関

委託期間

超はっ水性ナノ分子織物の開発

○愛知県産業技術研究所
(尾張繊維技術センター）、
㈱サカイナゴヤ

平成２０年度

液中プラズマ法によるナノ粒子の製造

○愛知県産業技術研究所
（工業技術部）、
山口精研工業㈱、
名古屋大学

平成２０年度

水に浸っても劣化しない「はっ水性」に優れた紙製滑り止めシートの開発

○愛知県産業技術研究所
(工業技術部）、
㈱セイホウ

平成２０年度

液中プラズマ法を利用したナノ粒子合成制御技術および評価技術の確立
愛知県産業技術研究所
（基盤技術部）

平成２１年度～

自己組織化単分子膜（SAM)形成技術による織物への環境負荷低減型機能性付与技術の開発
愛知県産業技術研究所
(尾張繊維技術センター）

平成２１年度～
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お わ り に

愛知ナノテクものづくりクラスター成果活用促進事業に

ついてのお問い合わせは、

（財）科学技術交流財団

東海広域知的クラスター創成事業本部 佐藤、木村

電話： ０５２－２３１－１６５６

ＦＡＸ： ０５２－２３１－１６４０

URL : http://www.astf.or.jp/cluster/index.html

メールアドレス：ｈｓａｔｏｕ@astf.or.jp
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